那の怪 奇談 を 主題に 致したい と 存じます。 しかし、 支 

那 のこと はわた くし も 何分 不案内で ございま すので、 

その 方面に 詳しい 方々 に 御 出席 をね がいまして、 順々 

にお もしろ いお 話 を 聞かせて いただく I 舌で ございます 

さ よ -っ 

から、 左様 御 承知 を 願います」 

しさい わか 

きょうの 席上に 新しい 顔の 多い 子細 も それで 判った。 

主人 は つづいて 言った。 

「支那の 怪 奇談と 申しましても、 ただ 漫然と 怪談 を 語 

るの も 無意義で あると いうお 説 も ございま すので、 皆 

りくちよ ラ 

様が たにお 願い 申しまして、 遠く は 六 朝 時代より 近 

ぜんしん よ 

く は 前 清に 至る までの 有名な 小説 や 筆記の 類に 拠って、 



であります。 と 言いましても、 支那の 著作物 は 文字 通 

かんぎ ゆうじゅうとう 

リの 汗牛充 棟で、 単に 〈志怪 の 書〉 だけで も 実にお 

びた だしい のであります から、 容易に 読破され る もの 

ではありません。 わたくしが 今日の 会合 を 思い立ち ま 

したの も、 一 つ は そこにあります ので、 現代のお 忙が 

しい 方々 に対して、 支那 小説の 輪郭と、 それが 我が 文 

学 や 伝説に 及ぼした 影響と を、 いささか なりと もお 伝 

え 申す ことが 出来れば、 本懐の 至りに 存じます。 

ひと 口に 小説 筆記と 申しましても、 その 範囲が あま 

りに 広汎になります ので、 こんにちは 専，. ら 〈志怪 の 書〉 

すなわち 奇談 怪談 を 語って いただく ことに 致しました。 



勿論、 支那の 小説なる もの は 大抵 は 幾分の 志怪 気分 を 

含んで 居る ようであります が、 ここで は 明らかに 〈志 

怪〉 に 限りました。 実際、 これらの 〈志怪 の 書〉 が 早 

く 我が国に 輸入され まして、 最も ひろく 我が国の 人び 

とに 読まれて いるので) J ざいます から、 そ の 紹介が 単 

なる 獵奇 趣味ば かりで ない こと は、 先刻からの 口上で 

御 諒解 を 得た かと 存じます。 では、 これから 御 順々 に 

お願い 申します」 

主人の 挨拶 はま だ 長かった が、 大体の 趣意 はこん な 

ことで あつたと 記憶して いる。 それが 終って、 きょう 
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